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一 　
　
水
産
加
工
業
の
概
況

　・
　

水
産
加
工
業
は
漁
獲
水
産
物
の
重
要
な
販
売
先

（
需
要
先
）
で
あ
り
、
国
内
漁
獲
水
産
物
の
三
分
の

二
は
水
産
加
工
業
を
経
て
消
費
者
に
届
け
ら
れ
て

い
る
。
日
本
は
四
方
を
海
で
囲
ま
れ
て
い
る
た
め

魚
の
種
類
が
豊
富
で
あ
り
、
水
産
加
工
品
も
練
製

品
、
塩
蔵
品
、
乾
製
品
、
く
ん
製
品
、
塩
辛
、
缶

詰
、
節
製
品
、
調
味
加
工
品
、
海
藻
加
工
品
等
、

非
常
に
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
飼
肥
料
、
魚
油
な

ど
も
魚
か
ら
製
造
さ
れ
て
い
る
。

　

水
産
加
工
会
社
は
、
練
製
品
、
海
苔
、
缶
詰
な

ど
で
は
一
部
に
大
手
企
業
も
存
在
す
る
が
、
ほ
と

ん
ど
は
家
内
工
業
的
な
零
細
企
業
で
あ
り
、
加
工

工
程
の
多
く
は
機
械
化
が
困
難
で
労
働
集
約
的
で

あ
る
。
水
産
加
工
業
（
水
産
食
料
品
製
造
業
）
の

出
荷
額
は
四
兆
五
八
七
億
円
（
九
七
年
、
工
業
統

計
表
）
で
非
常
に
大
き
く
（
国
内
漁
業
の
生
産
額

は
二
兆
二
、
二
二
六
億
円
）、
食
料
品
製
造
業
全
体

の
一
七
％
を
占
め
て
い
る
。
主
な
品
目
は
、
冷
凍

水
産
食
品
六
、九
四
一
億
円
、塩
干
・
煮
干
等
六
、〇

四
五
億
円
、
冷
凍
水
産
物
五
、
三
九
六
億
円
、
練

製
品
四
、
九
六
九
億
円
、
海
藻
加
工
品
三
、
四
一

八
億
円
で
あ
る
。

二 　
　
需
給
動
向

　・
　

九
八
年
の
水
産
加
工
品
の
生
産
量
（
冷
凍
水
産

物
を
除
く
食
用
）
は
二
五
五
万
ト
ン
で
あ
り
、
こ

の
ほ
か
水
産
加
工
品
と
し
て
、
冷
凍
水
産
物
三
〇

五
万
ト
ン
、
飼
肥
料
六
八
万
ト
ン
、
魚
油
六
万
ト

ン
が
あ
る
。

　

食
用
の
水
産
加
工
品
の
生
産
動
向
を
み
る
と
、

冷
凍
水
産
食
品
の
増
大
等
に
よ
り
九
〇
年
ま
で
は

生
産
量
は
や
や
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
九
一
年

以
降
は
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
水
産
加
工
品
は
日

本
の
伝
統
食
品
で
あ
り
安
定
し
た
需
要
は
あ
る
が
、

既
に
成
熟
商
品
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
大
き
な
成

長
は
見
込
め
な
い
。

　

主
な
水
産
加
工
品
の
動
向
を
み
る
と
、
練
製
品

は
、
一
時
期
カ
ニ
か
ま
ぼ
こ
が
ヒ
ッ
ト
し
た
も
の

の
、
畜
産
物
と
の
競
合
で
魚
肉
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
が
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、
九
八
年
の
生
産
量

は
七
五
万
ト
ン
で
、
七
五
年
に
比
べ
て
三
五
％
減

少
し
て
い
る
。
缶
詰
は
か
つ
て
は
重
要
な
輸
出
品

目
で
あ
り
、
八
〇
年
当
時
は
生
産
量
の
七
割
近
く

は
輸
出
に
向
け
ら
れ
て
い
た
が
、
円
高
に
よ
り
輸

出
は
減
少
を
続
け
、
九
八
年
で
は
生
産
量
に
占
め

る
輸
出
の
割
合
は
わ
ず
か
四
％
と
な
り
、
ほ
と
ん

ど
は
国
内
販
売
向
け
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
輸
入
が
増
大
し
て
い
る
。
九
八
年
の
生
産
量
は

一
五
四
千
ト
ン
で
、
一
〇
年
前
の
三
分
の
二
、
二

〇
年
前
の
四
割
に
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
水

産
加
工
品
で
生
産
量
が
伸
び
て
い
る
の
は
冷
凍
水

産
食
品
だ
け
で
あ
り
、
節
類
、
煮
干
し
、
塩
干
、

塩
蔵
加
工
品
に
つ
い
て
は
、
安
定
し
た
需
要
が
あ

る
も
の
の
生
産
量
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

九
七
年
の
水
産
物
全
体
の
輸
出
額
は
一
、
六
九

八
億
円
（
う
ち
真
珠
が
五
七
三
億
円
）
で
あ
り
、

輸
入
額
の
一
割
に
満
た
な
い
。
主
な
水
産
加
工
品

の
輸
出
額
は
、
練
製
品
八
八
億
円
、
缶
詰
三
九
億

円
、
塩
・
干
・
く
ん
製
二
三
億
円
で
、
そ
の
ほ
か

ほ
た
て
貝
、
貝
柱
、
海
苔
等
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
水
産
物
輸
入
は
円
高
等
を
背
景
に
大
幅

に
増
大
し
て
お
り
、
水
産
加
工
品
の
輸
入
量
も
、

魚
粉
、
節
類
、
加
工
鰻
（
調
製
品
）
を
中
心
に
増

加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
九
六
年
か
ら
は
減
少
に
転

じ
て
い
る
。

三 　
　
原
料
調
達

　・
　

日
本
の
漁
業
は
、
二
〇
〇
カ
イ
リ
規
制
以
降
の

遠
洋
漁
業
の
縮
小
、
イ
ワ
シ
を
は
じ
め
と
す
る
資

調
査
・
研
究
紹
介

　
　

水　
産　
加　
工　
業　
の　
現　
状

―
高
ま
る
原
魚
の
輸
入
依
存
度
―
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源
枯
渇
、
円
高
の
進
行
等
に
よ
り
国
内
漁
業
生
産

が
縮
小
し
、
そ
の
一
方
で
輸
入
が
増
大
し
た
。
水

産
加
工
業
の
原
料
に
つ
い
て
も
輸
入
に
依
存
す
る

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
練
製
品
の

原
料
で
あ
る
ス
リ
ミ
（
ス
ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
）
は
、
か

つ
て
は
北
洋
漁
業
に
多
く
依
存
し
て
い
た
が
、
米

国
、
ロ
シ
ア
の
二
〇
〇
カ
イ
リ
規
制
に
よ
り
北
洋

漁
業
が
縮
小
し
、
現
在
で
は
米
国
か
ら
の
輸
入
に

大
部
分
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

か
つ
て
は
ほ
と
ん
ど
国
産
を
使
っ
て
い
た
ア
ジ
、

サ
バ
、
サ
ン
マ
な
ど
も
輸
入
も
の
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
近
年
で
は
、
水
産
加
工
の
一
次
加
工

を
東
南
ア
ジ
ア
、
中
国
で
行
う
動
き
も
現
わ
れ
て

い
る
。

四 　
　
小
名
浜
の
事
例

　・
　

水
産
加
工
業
の
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
動
き
が

起
き
て
い
る
の
か
、
小
名
浜
（
福
島
県
い
わ
き
市
）

の
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

Ａ
社
は
、
切
り
身
、
み
り
ん
干
し
等
を
製
造
し
、

全
国
展
開
し
て
い
る
ス
ー
パ
ー
に
納
品
し
て
い
る

水
産
加
工
会
社
で
あ
る
。
同
社
は
、
原
魚
の
海
外

依
存
を
積
極
的
に
進
め
て
お
り
、
調
達
し
た
輸
入

原
魚
を
他
の
加
工
会
社
に
売
る
と
い
う
業
務
も
行

っ
て
い
る
。
原
魚
調
達
を
具
体
的
に
み
る
と
、
ホ

ッ
ケ
は
米
国
産
、
サ
バ
、
ア
ジ
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
産

を
使
用
し
て
い
る
。
サ
バ
に
つ
い
て
は
、
三
年
前

か
ら
中
国
で
一
次
加
工
し
た
も
の
を
日
本
に
持
っ

て
き
て
最
終
製
品
に
し
て
お
り
、
ア
ジ
は
三
年
前

か
ら
輸
入
物
に
切
り
替
え
て
い
る
。ア
カ
ウ
オ（
深

海
魚
で
粕
漬
け
に
す
る
）
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
ナ

ミ
ビ
ア
か
ら
輸
入
し
て
お
り
、
丸
干
し
用
の
イ
ワ

シ
は
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。
同
社
に
よ

る
と
、
こ
う
し
た
動
き
は
国
内
漁
獲
量
の
減
少
に

伴
な
っ
て
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
同

社
に
は
、
海
外
の
漁
獲
情
報
に
関
す
る
Ｆ
Ａ
Ｘ
が

輸
入
業
者
か
ら
届
い
て
お
り
、
情
報
収
集
に
努
め

て
い
る
。

　

一
方
、
Ｂ
社
は
老
舗
の
水
産
加
工
会
社
で
あ
り
、

同
社
の
直
売
店
を
中
心
に
伝
統
的
な
水
産
加
工
品

を
販
売
し
て
い
る
。
Ｂ
社
は
輸
入
原
魚
に
関
し
て

は
、国
産
で
は
確
保
で
き
な
い
も
の（
キ
ン
グ
サ
ー

モ
ン
、
ギ
ン
ダ
ラ
、
ギ
ン
ム
ツ
等
）
を
限
定
的
に

使
う
と
い
う
方
針
で
あ
り
、
ア
ジ
、
イ
ワ
シ
、
サ

ン
マ
等
は
小
名
浜
で
あ
が
っ
た
も
の
を
使
用
し
て

い
る
。
国
産
も
の
が
多
少
高
く
て
も
、
こ
れ
ま
で

の
伝
統
的
な
原
料
調
達
方
針
を
変
え
よ
う
と
は
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
輸
入
物
も
含
め
主
に
卸
売
市

場
を
通
じ
て
調
達
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
両
者
の
原
料
調
達
方
針
は
対
照

的
で
あ
り
、
両
極
端
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
全
国

の
多
く
の
水
産
加
工
会
社
は
、
こ
の
中
間
的
な
と

こ
ろ
に
あ
り
、
今
後
の
日
本
の
漁
業
の
行
方
に
よ

っ
て
は
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
て
い

る
。
特
に
、近
年
の
特
徴
と
し
て
は
、単
に
海
外
か

ら
原
魚
を
輸
入
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

一
次
加
工
を
タ
イ
や
中
国
で
行
う
と
い
う
分
業
体

制
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
既
に
家
電
や
自
動
車
で
は
以
前
か
ら
行
わ

れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
水
産
加
工
の

分
野
ま
で
進
展
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
水
産
加
工
業
は
国
内
漁
業
と
一
体
と

な
っ
て
発
達
し
て
き
た
が
、
国
際
化
の
な
か
で
こ

う
し
た
構
造
が
変
貌
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
、
そ
の
変
化
は
統
計
に
表
れ
て
い
る
以
上
に

急
速
に
進
行
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

（
清
水
徹
朗
）


